
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

労働保険事務組合 

エエエンンンジジジェェェルルル会会会だだだよよよりりり 
 

令和 7 年 2 月号 

２２月月のの事事務務カカレレンンダダーー  

3 日      ○贈与税の申告受付開始（３月１７日まで）【税務署】 
10 日  ○源泉徴収税額・住民税特別徴収税額の納付【郵便局または銀行】 

○雇用保険被保険者資格取得届の提出【公共職業安定所】 
17 日  ○所得税の確定申告受付開始（３月１７日まで）【税務署】 
28 日  ○法人税の申告と納税（12 月決算法人及び 6 月決算法人の中間申告）【税務署】 

○健保・厚生保険料の納付【郵便局または銀行】 

 
継続雇用制度の経過措置期間が終了します 

 
 平成 24 年度までに、労使協定により継続雇用制度の対象者を限定する基準を定
めていた事業主は、現在は経過措置として、老齢厚生年金の報酬比例部分の支給開
始年齢以上の年齢の者（令和７年２月末時点においては、64 歳以上の者）について
継続雇用制度の対象者を限定する基準を定めることが認められていますが、その経
過措置も令和７年３月 31 日をもって終了します。 
 
 令和７年４月１日以降は、高年齢者雇用確保措置として、以下のいずれかの措置
を講じる必要（義務）があります。 
 ・65 歳までの定年引上げ 
 ・定年制の廃止 
 ・希望者全員の 65 歳までの継続雇用制度の導入 
 
【希望者全員を 65 歳まで継続雇用する場合の例】 
 第〇条 従業員の定年は満 60 歳とし、60 歳に達した年度の末日をもって退

職とする。ただし、本人が希望し、解雇事由又は退職事由に該当しな
い者については、65 歳まで継続雇用する。 

会           長   森戸   常雅 

社 会 保 険 労 務 士   西川  純子 

社 会 保 険 労 務 士   小田  知輝 

〒730-0017 広島市中区鉄砲町 7 番 8 号 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http: //www.m-cg.co.jp 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
70 歳までの就業確保（努力義務） 

 
＜高年齢者就業確保措置の概要＞ 

 

65 歳までの雇用確保（義務）に加え、65 歳から 70 歳までの就業機会を確保す
るため、高年齢者就業確保措置として、次の➀〜⑤のいずれかの措置を講じること
が「努力義務」となっています。 

 
➀70 歳までの定年の引上げ 
②定年制の廃止 
③70 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入 
 ※特殊関係事業主に加えて、他の事業主によるものを含む。 
 
○創業支援等措置（雇用によらない措置） 

④70 歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入 
⑤70 歳まで継続的に以下の事業に従事できる制度の導入 

  a. 事業主が自ら実施する社会貢献事業 
  b. 事業主が委託、出資（資金提供）等する団体が行う社会貢献事業 
 

※創業支援等措置を実施する場合には、以下の手続きを行う必要があります。 
 1.計画を作成する 2.過半数代表者等の同意を得る 3.計画を周知する 
 
 

＜70 歳までの高年齢者就業確保措置の実施状況＞ 
 

 令和６年「高年齢者雇用状況等報告」の集計結果によると、高年齢者就業確保措
置を実施済みの企業は、報告した企業全体の 31.9%（中小企業 32.4%、大企業
25.5%）となっています。 
 実施済みの企業について措置内容別に見ると、報告した企業全体のうち、定年制
の廃止は 3.9%（中小企業 4.1%、大企業 0.7%）、定年の引上げは 2.4％（中小企
業 2.5%、大企業 0.7％）、継続雇用制度の導入は 25.6%（中小企業 25.7%、大
企業 24.0%）、創業支援等措置の導入は 0.1%（中小企業 0.1%、大企業 0.1%）と
なっています。 
 
 このように、70 歳までの就業確保は努力義務にとどまっていますが、報告した企
業のうち 3 社に 1 社が就業確保措置を講じています。昨今の人手不足に対応するた
めには、働く意欲のある高年齢者の活躍が不可欠となりますので、前頁の経過措置
期間の終了を機に、定年年齢や継続雇用制度を見直してみてはいかがでしょうか。 
 就業確保措置を今後新たに実施する場合には、助成金を受給できる場合もござい
ますので、定年延長に伴う就業規則の改訂などお気軽にご相談くださいませ。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電気自動車の充電料金はどのくらい？ガソリン代との違いも解説 
電気自動車（EV：Electric Vehicle）は、従来のエンジン車のようにガソリンや軽油を燃焼させて走

るのではなく、電気をエネルギーとしてモーターを駆動させて走る車です。走行時に二酸化炭素（CO2）

や窒素酸化物（NOx）を排出しないため、地球環境に優しい「エコカー」として注目されています。 

また、力強い加速性能や高い静粛性能といったハードウェアの面や、国・自治体の補助金と税制など、

電気自動車に対する優遇措置も魅力的なポイントです。ただ、電気自動車を購入するにあたって気にな

るのは、電気代がどのくらいかかるのかということ。ガソリン代との違いや、充電のために必要な時間

も知っておきたいところです。 

この記事では、電気自動車の充電料金とガソリン車のガソリン代と比較した場合の料金の差のほか、

充電にかかる時間について解説します。 

◎電気自動車（EV）の充電料金の目安 
電気自動車の充電については、大きく分けて下記の 3種類の充電方法があります。 

電気自動車の充電方法の種類 

種 別 主な充電器のタイプ 内 容 設置場所の例 

①基礎充電 普通充電器 自宅での充電 ・自宅車庫 ・営業拠点駐車場 

②経路充電 急速充電器 
目的地までの不足電力分 
を充電 

・ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ  
・高速道路のﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱ､ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ 

③目的地充電 普通充電器 目的地・滞在先での充電 ・商業施設 ・宿泊施設 

充電料金は、これらの充電方法の種類によって異なります。まずは、電気自動車の充電料金について

解説します。 

①自宅での基礎充電の充電料金 

自宅の車庫やマンションの共用駐車場のほか、企業の営業拠点における駐車場などで行う充電は、基

礎充電と呼ばれています。基礎充電は、交流電圧（100V または 200V）を供給する普通充電器を使って充

電するのが一般的です。充電速度や充電時間よりも、充電料金が重要なポイントとなります。 

基礎充電における充電料金は、車種やバッテリー容量によって異なりますが、目安として 1kWh あたり

約 30円として、0％から満タンにするまで 600～3,000 円程度です。基礎充電は、利用量に応じて請求金

額が決まる「従量課金制」となっています。 

②移動中の経路充電の充電料金 

経路充電とは、目的地までの経路において不足した電力を充電することです。具体的には、コンビニ

エンスストアや高速道路のパーキングエリア・サービスエリアのほか、カーディーラーなどがあります。 

経路充電では目的地まで到達する際の臨時的な充電のため、充電時間の短さが求められます。そのた

め、充電速度が速い直流の急速充電器が設置されているのが一般的です。経路充電の充電料金は、充電

時間に応じて発生する時間課金制の場合、30 分あたり 1,500～4,000 円が目安となっています。 

なお、急速充電器でスムーズに充電するには、「充電認証カード」があると便利でしょう。充電認証カー

ドは車両情報やクレジットカード情報などを登録したカードで、充電器使用時の認証・決済を円滑に行

うものです。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

充電認証カードには、自動車メーカーごとに設けられたオーナー限定のカードと、メーカーや車種

に関係なく入会できるカードの 2種類があります。充電認証カードを使用する際には、入会時の事務

手数料や月々支払う月会費（月額料金）あるいは年会費（年額料金）などが必要です。 

③目的地での目的地充電の充電料金 

商業施設や宿泊施設、公共施設などの滞在先で、運転しないあいだに電気自動車を充電することを

目的地充電といいます。目的地充電は、滞在時間が長いことを前提として普通充電器が設置されてい

るのが一般的ですが、急速充電器が置かれている場合もあります。 

目的地充電において、普通充電器を使用しておよそ 6時間充電した場合の充電料金の目安は、2,000

円程度です。目的地充電は 2024 年時点では時間課金制が多く、自宅での基礎充電に比べて充電料金

が高くなる傾向があります。 

◎電気自動車（EV）の充電時間の目安 

電気自動車の充電時間は、使用する充電器によって大きく異なります。ここでは、電気自動車の充

電時間について見ていきましょう。 

①普通充電の充電時間 

基礎充電や目的地充電で使われる普通充電は、充電時間が長くかかる充電方法といえます。 

自宅や滞在先で普通充電を行う場合、バッテリーの容量や充電器の出力（3〜6kW）によって所要時

間は変わってきますが、仮にバッテリー容量が 70kWh の電気自動車「レクサス RZ」を満タンにする

までには、12～21 時間程度かかります。 

②急速充電の充電時間 

急速充電は、普通充電よりかなり早く充電ができる充電方法です。これは、50kW を超える高い出

力で充電できることが理由として挙げられます。例えば、90kW の出力で急速充電した場合、70kWh

のバッテリー容量の電気自動車・レクサス RZ は、約 40分の充電で満タンになります。 

ただし、急速充電は原則、1回につき 30 分までしか利用できない点に注意が必要です。 

◎電気自動車（EV）とガソリン車の走行コストの比較 

2024 年時点の日本においては、同レベルの走行性能を持つ電気自動車とガソリン車で同じ距離を

走行した場合、電気自動車の充電料金のほうが、ガソリン車のガソリン代よりも安く済む傾向があり

ます。 

例えば、電気自動車が 1kWh あたり 6.2km 走行でき、電気代が 1kWh あたり 32 円とすると、1km 走

るのに必要な電気代は 5.16 円です。一方、ガソリン車が 1ℓあたり 20km 走行でき、ガソリン代が 1ℓ

あたり 170 円とすると、1km 走るのに必要なガソリン代は 8.5 円です。 

車種や使用状況によって電費や燃費は変わりますが、上の条件だとガソリン車の燃費が 33km/ℓま

で上昇しないと走行コストが安くなりません。したがって電気自動車の方が走行コストが安い傾向に

あるといってよいでしょう。 

なお、電気自動車はエンジンオイルのメンテナンス費用がかからず、ブレーキパッドの消耗も少な

いという特徴があります。また、自動車税や自動車重量税の免税・減税措置も設けられているほか、

自動車保険にもエコカー割引があるため、維持費はガソリン車に比べてかなり低く抑えることが可能

です。 

◎電気自動車（EV）の充電料金を安くするためのコツ 

電気自動車の充電料金は、いくつかのテクニックによって安くすることも不可能ではありません。

ここでは、電気自動車の充電料金を安くするコツについて解説します。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①自宅充電の電気プランや電力会社を見直したり切り替えたりする 

自宅で契約する電気プランや電力会社の見直しや切り替えを図れば、自宅での充電料金を安くするこ

とができます。具体的には、自身の車の使用状況に合わせて、昼間や深夜帯に充電料金が安い電気プラ

ンを選んだり、安価な電力会社に切り替えたりすることが挙げられます。 

電気プランや電力会社の比較については、電気の一括比較サイトを使ってシミュレーションすること

ができます。 

②無料の充電スポットを利用する 

大型ショッピングモールには、無料の充電スポットが設置されていることがあります。これは、電気

自動車ユーザーの滞在時間を長くしたり、来店頻度を増やしたりする狙いがあります。無料充電スポッ

トを効果的に活用すれば、充電料金の負担を減らすことも可能です。 

自治体によっては一部の公共施設に無料の充電スポットが設置されていることがあるので、お住まい

の自治体をチェックしてみてください。ただし、マナーを守り、ほかの利用者と譲り合って使用しまし

ょう。 

③外出先では充電方法を選ぶ 

電気自動車で外出した場合、急速充電器ではなく、普通充電器を積極的に選ぶことで充電料金を抑え

られます。急速充電器は短時間で充電できる分、充電料金が割高だからです。 

ただし、普通充電器での充電には時間を要するため、外出時のスケジューリングには注意してくださ

い。無料の充電スポットも、積極的に活用するといいでしょう。 

④適切な充電認証カードやプランを選ぶ 

充電認証カードは、自動車メーカーが発行するものやそれ以外のサービスなどを含めると、さまざま

な種類があります。自身のライフスタイルに合った充電認証カードやプランを選ぶのも、充電料金を抑

えるためのポイントといえるでしょう。 

例えば、普段の運転において、経路充電と目的地充電のどちらの使用頻度が高いかによって、適切な

充電認証カードやプランが変わってきます。 

⑤エコドライブを心掛ける 

エコドライブを心掛けることで、走行に使う電力消費量が低下し、充電回数を減らすことができるた

め、結果として充電料金を安くすることが可能となります。 

電気自動車のエコドライブは、基本的にはガソリン車と同様です。アクセルやブレーキを急に踏まず、

ゆるやかに踏んで発進・減速したり、加減速が少ない一定速度の運転を心掛けたりすることは、電気自

動車の電費（電力消費率）向上につながります。 

渋滞をできる限り避けたルート設定をしたり、タイヤの適性空気圧を保ったりすることも電費向上に

は効果的です。 

◎電気自動車（EV）購入の際は、自動車保険も十分な比較・検討が必要 

電気自動車は、電気をエネルギー源として動くエコカーです。電気自動車は税金の減免措置や、自動

車保険の保険料割引といったメリットがあるので、車の維持費を抑えたい人にはおすすめといえます。 

充電料金がかかるものの、自宅でしっかりと普通充電をしたり、無料の充電スポットを活用したりす

れば、さらに充電料金を安くすることも不可能ではありません。 

ちなみに、保険会社によって、保険料や提供する補償内容は異なります。電気自動車を購入するにあ

たって、自動車保険の加入・更新を行う際は、複数の保険会社の比較・検討が必要と思います。 


